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次世代スマートメーターの導入意義 1

 現行の第一世代スマートメーターは2024年度までに全需要家に設置予定。
その後、第一世代スマートメーターの有効期間(10年間)が順次満了することに伴い、2025年
度より次世代スマートメーターへの置き換えを開始予定。

 次世代スマートメーターの置き換えにより、一般送配電事業者は「電力レジリエンスの強化」、
「系統全体の需給安定化」、「再エネ普及・脱炭素化」、「需要家利益の向上」を目指して
参ります。

出典：次世代スマートメーター制度検討会取りまとめ（2022年5月）



©Transmission & Distribution Grid Council 

次世代スマートメーターの標準機能 2

出典：次世代スマートメーター制度検討会取りまとめ（2022年5月）
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（参考）次世代スマートメーター（低圧）の活用案 3

出典：第7回次世代スマートメーター制度検討会（2021年12月）北陸電力送配電説明資料を一部修正

 次世代スマートメーターにより得られたデータを「電力レジリエンスの強化」，「系統全体の需給
安定化」，「再エネ普及・脱炭素化」、「需要家利益の拡大」等，社会便益の増大と効率的
な設備形成・運用に資するツールとして活用して参ります。

 また，新たなビジネスモデルの構築に資するよう、電力データ提供サービスも行って参ります。
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次世代スマートメーターの開発にあたって考慮した点 4

第一世代
スマートメーター

 第一世代スマートメーターは全国で2方式（一体型・ユニット型）が存在。

 次世代スマートメーターの開発にあたり、次世代機能の追加に加え、第一世代から得た「安全
性、作業性向上に関する知見」も踏まえ、新たな一般送配電事業者10社共通仕様を検討。
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次世代スマートメーターの新構造コンセプト 5

 通信機能拡充や電波特性の向上、安全性・作業性の向上を実現させた一般送配電事業者
10社の共通仕様を決定。

 一般送配電事業者10社は、2方式を1つの共通仕様にまとめることでサプライチェーンの相互代
替性を確保し、安定的な調達体制の構築と調達コストの低減を目指して参ります。

次世代スマートメーター


